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ャ体験会を開催しました。（表紙に掲載）

●町内放送で体操の声かけ
　　京都府与謝野町老人クラブ連合会

　町づくりの拠点となっているシーサイドベイエ

リアで、会員がスタッフとなってサロンを開催（年

5 回）、 町民や子どもの参

加もありました。この他、

フレッシュ体操会、歌お

う会、DVD を見る会をそ

れぞれ毎月 1 回開催しま

した。体操会は、地域の

福祉施設の理学療法士が

指導、毎回町内放送で住

民に参加を呼びかけまし

た。

●出前講座で届ける 「うたごえひろば」
　　兵庫県豊岡市老人クラブ連合会

　フレイル予防を広める機会ととらえて、地区に

出向き「うたごえひろば」を開催しました。多く

の地域の高齢者が参加し、 「声を出して歌うと気持

ちが良い。また来てほしい」との声がありました。

今後は、地域のみなさんが出かけやすい場所で、 

「ちょっと行

ってみよう」

と思えるよう

なメニューを

取り入れて開

催したいと考

えています。

●みんなが楽しめる公式ワナゲ
　　奈良県斑鳩町老人クラブ連合会

　公式ワナゲを取り入れて、フレイル予防に取り

組みました。大会や体験会、練習会を通じて、こ

の種目が体力

の 有 無 や 男

女、年齢に関

係なく楽しめ

るスポーツと

して、参加を

呼びかけやす

いことがわかりました。参加者にも好評で、公式

ワナゲのクラブを作ってほしいとの声もありま

した。

●フレイル予防講座で会員増
　　和歌山県紀の川市老人クラブ連合会

　NPO フレイルサポート紀の川の協力を受けて

フレイル予防講座（栄養・口腔、運動、社会参加）

を 4 回開催し

ました。クラ

ブに未加入の

方 24 名に声

をかけて参加

していただい

た結果、20名

の方が入会しました。この他、体操（週 1 回）な

ど自治会やクラブで開催している事業への参加の

呼びかけを行いました。

●活動から生まれた「まちづくり委員会」
　　鳥取県八頭町老人クラブ連合会

　地区の高齢者に対するフレイル予防の啓発と健

康維持、人と

のつながりを

維持すること

ができる場づ

くり等を目的

に、 月 1 回、

百歳体操、季

うたごえひろば

特集　令和7年度―みずほ教育福祉財団助成事業報告

公式ワナゲを体験

案内チラシ

みんなで体操

楽しい交流
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節の行事・レクリエーション、茶話会を基本メニ

ューにしました。今回の取り組みを通じて、住民

主体で運営する健康づくり・つながりづくりの場

「まちづくり委員会」の設立につながりました。

●農業生産プログラムでフレイル予防
　　島根県安来市高齢者クラブ連合会

　高齢者クラブが運営する「ふれあい農園」では、

果物を育て、作業後のおしゃべりを楽しみながら

体力の維持、

向上と仲間づ

くりを行って

います。地域

の高齢者にも

農園での活動

を通じたフレ

イル予防への参加を呼びかけました。

●近隣の高齢者に参加の呼びかけ
　　広島県福山市老人クラブ連合会

　女性委員会の事業として、2 つの講習会と３つ

の企画事業、

「ダンスを楽

しもう」「ス

マイル体操」

「 ボ ッ チ ャ・

モルック体験

会」を開催し

ました。実施にあたり近くにある施設を利用する

高齢者や団体にも参加を呼びかけました。

●いきいき百歳体操とスクエアステップ
　　山口県光市老人クラブ連合会

　高齢者の健康、体力維持、認知症予防として脳

トレにもつながっているという「スクエアステッ

プ運動」を取り入れ、市内で 6 回、市外で 1 回の

体験会を実施

しました。小

学生との合同

体験会では、

「子どもと一

緒の運動は楽

しい」という

声が聞かれ、小学生からも「ハイタッチが楽しか

った」と好評でした。

●モルックで外出のきっかけづくり
　　長崎県壱岐市老人クラブ連合会

　家に閉じこもりがちな一人暮らしの高齢者の方

の外出のきっかけづくりとして、モルックに取り

組みました。大会をきっかけに関心が高まり、半

年 で 3 回 の

大会を開催し

ました。さら

に、 島 内 4

カ所に、モル

ックの用具を

配置したこと

で、交流の場も増え、小規模な活動も広がってい

ます。

●老人クラブ発足につながった居場所づくり
　　熊本県高森町老人クラブ連合会

　高森町まちづくりボランティアセンターと連携

して、老人クラブがない地区を中心にフレイル予

防活動をテー

マに、体験型

の居場所づく

りをおこない

ました。結果、

多くの住民と

関わりを深め

特集　令和7年度―みずほ教育福祉財団助成事業報告

地域づくり講演会

スクエアステップ運動体験会

みんなで体操

ふれあい農園

集いの場で健幸づくり、仲間づくり
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公益財団法人みずほ教育福祉財団 ご紹介
　みずほ教育福祉財団は、1972 年（昭和 47 年）に設立された、旧第一勧業銀行を母体とする初等

中等教育並びに社会福祉事業に対する助成団体です。現在は、へき地教育及び特別支援教育分野で

の助成、並びに高齢者に関わる福祉活動へ助成事業を行っています。老人クラブには、1984 年（昭

和 59 年）から継続して助成いただいており、全国に普及している「高齢者の体力測定」や「健康ウ

ォーキング」は、助成事業を通じて広がりました。

ることができ、新たに３つの単位クラブの立ち上

げにつながりました。

■地域にフレイル予防を広めよう！

●チラシで情報発信、 のぼり旗で PR
　事業に取り組んだ連合会の報告には、活動を知

らせるための案内チラシが多数添付されていまし

た。日時や会場、内容を掲載したチラシは、初め

て参加する方々にとって大切な情報となると同時

に、「フレイル予防」と記載することで、チラシ

を手にとる地域の方々への活動紹介や呼びかけに

もつながっています。のぼり旗も同様です。青森

県八戸市シニア連では、イベント名を記載したオ

リジナルののぼり旗を作成し、「市民に広く知っ

てもらうことができた」と報告しています。事業

を通じて、地域にフ

レイル予防を広める

にあたり、こうした

広報活動も大切な役

割を担っていること

が分かりました。

　また、自治体や地

域の団体に活動の主

旨を伝えて、いっし

ょに活動に取り組む

ことで、お互いの理

解も深まり、活動の推進につながりました。これ

からも、日頃の活動を地域に広げ、フレイル予防

に取り組んでいきましょう。

■�令和８年度―全国 18 市区町村で
取り組み中！

　今年度は、次の市区町村連合会が事業に取り組

んでいます。

青森県大間町、秋田県男鹿市、由利本荘市、上小

阿仁村、神奈川県横須賀市、清川村、富山県魚津市、

石川県津幡町、福井県坂井市、愛知県岡崎市、三

重県大台町、朝日町、京都市東山区、兵庫県丹波

篠山市、奈良県高取町、熊本県宇土市、沖縄県浦

添市、南風原町

特集　令和7年度―みずほ教育福祉財団助成事業報告

オリジナルのぼり旗（青森県八戸市）

開催案内チラシ（静岡県熱海市）
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さまざまなリスクに備えましょう！
「老人クラブ傷害保険」は、クラブ活動中のケガへの補償制度を望む会員

の声を受けて生まれた、全国老人クラブ連合会の会員専用団体保険です。

少しずつ制度が見直され、今では全タイプに熱中症の補償があります。

また、日常生活のケガも補償するタイプや個人賠償責任補償の特約が付い

たタイプもあります。

ぜひこの機会にさまざまなリスクの備えとして「老人クラブ傷害保険」

の加入をご検討ください。詳しい補償内容は資料をご請求ください。

事故の 8 割は 「日常生活中」 に、2 割が 「老人クラブ活動中」 に発生しています
【平らな場所で】5割以上　　【転倒】7割以上　　【骨折】約5割

◆クラブの活動中に熱中症になり救急搬送

◆見守り活動の帰り道でトラックにはねられた

◆玄関前の段差でつまずき倒れて出血

◆食物誤嚥による窒息死

◆ベッドから起きようとして落下し大腿骨を骨折

10 月始期の加入申込の受付期間は、7 月 15 日から 9 月 15 日です
更新クラブには 7 月上旬にクラブの保険担当者様宛に加入申込書類をお届けします。

加入申込書をお持ちでないクラブは資料請求をお願いします。

加入申込書は必ず 「2026 年10月・2027 年4月始期用」 と書かれたものをお使いください。

資料請求・お問い合わせ
クラブの保険担当者 （決まっていない場合は会長様） から、全国老人クラブ連合会保険係までご連絡
ください。会員 （個人） による資料請求や加入申込はご遠慮ください。

全国老人クラブ連合会　保険係
〒 100–0013　東京都千代田区霞が関 3–3–2　新霞が関ビル 5 階
電話：03–3597–8770（平日 9： 30 ～ 12 ： 00、 13 ： 00 ～ 17 ： 00）
FAX：03–3597–8767（24 時間受付）
ホームページ  ：�全国老人クラブ連合会ホームページ 「活動保険」 よりアクセス 

（右記 QR コードからもアクセス可能）
メールアドレス：hoken@senior- ltd.com

●�保険の対象は、全国老人クラブ連合会および都道府県・指定都市老連、市区町村老連に加入している
単位老人クラブです。正式な単位老人クラブ名以外 （サークルや地区老連等） では加入できません。

2026年5月作成　26TC-000570

（�全国老人クラブ連合会 
ホームページ 「活動保険」）

老人クラブ会員なら何歳でも加入できます

老人クラブ傷害保険
傷害保険10月始期の加入申し込み受付が始まります！

受付期間は、 7 月15日から9 月15日です　※10月始期の次は来年 4月始期です
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